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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、政府によるデフレからの脱却と経済再生及び財政再建に向け

た各種政策の効果もあり、緩やかな回復基調が続いている状況で推移いたしました。

 また、世界の景気については、緩やかな回復が続いているものの、米国の金融政策正常化に向けた動きの影響や

欧州における債務問題などの動向によっては、海外景気を下押しする懸念もあり、依然として先行きが不透明な状

況で推移いたしました。

  一方、当社グループの主要顧客が属するデジタル家電業界などにおきましては、依然として設備の過剰感が残

 り、新規の設備投資が引き続き抑制される状況で推移いたしました。

  このような状況の下、当社グループは、カメラ用撮像素子モジュールなどのセンサーデバイス関連、スマートフ

 ォン等に使用される中小型フラットパネルディスプレイ関連及び電子部品モジュールの組立装置の受注活動に引き

 続き積極的に注力してまいりました。

当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は、ＩＣカードの組立装置や半導体デバイスの検査装置など

のセンサーデバイス・高機能デバイス関連装置の売上計上などにより３億８百万円（前年同四半期比49.2％増）と

なりました。

 当社グループは、ファインピッチ実装技術を核とした製造装置等を開発・製造・販売する事業のみの単一セグメ

ントとなりますため、製品別に売上高をみますとセンサーデバイス・高機能デバイス関連装置では１億４千万円

（前年同四半期比324.3％増）、エネルギー・照明関連装置他では１億１千３百万円（前年同四半期比356.8％増）、

FPD関連装置では５千４百万円（前年同四半期比63.5％減）となりました。

  また、利益面におきましては、開発要素を多く含んだ製品等の影響により、営業損失は９千２百万円（前年同四

 半期は営業損失１億２千５百万円）、経常損失は８千８百万円（前年同四半期は経常損失１億１千９百万円）、親

 会社株主に帰属する四半期純損失は８千９百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失１億２千１

 百万円）となりました。

  なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13

 日）等を適用し、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

 

（２）財政状態に関する説明

  当社グループの当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて１億７千３百万円減

 少し、60億６千４百万円となりました。その主な内訳は、現金及び預金の増加１億８百万円、受取手形及び売掛金

 の減少２億８千７百万円などであります。負債につきましては、前連結会計年度末に比べて６千万円減少し３億９

 千６百万円となりました。その主な内訳は、未払消費税等の減少５千６百万円、役員退職慰労引当金の減少３千７

 百万円などであります。純資産は前連結会計年度末に比べて１億１千２百万円減少の56億６千８百万円となりまし

 た。

  なお、自己資本比率は前連結会計年度末の92.7％から93.5％へと上昇しております。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想については、現時点では平成27年４月30日の決算短信で公表い

たしました連結業績予想に変更はありません。

 なお、配当の予想につきましては、現時点では未定でありますが、決定次第すみやかに公表いたします。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の

変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結

財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社グループは、過去３連結会計年度及び当第１四半期連結累計期間において、連続して営業損失、経常損失、

親会社株主に帰属する四半期（当期）純損失を計上しております。これにより、継続企業の前提に重要な疑義を生

じさせるような事象又は状況が存在しております。

 しかしながら、当第１四半期連結会計期間において借入金はなく、十分な現金及び預金残高等があり、資金繰り

懸念がないこと及び当第１四半期連結会計期間末現在において純資産残高56億６千８百万円、自己資本比率93.5％

と十分な財務体質の基盤を有していることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断し

ております。

 また、当該事象又は状況を解消するため、引き続き新規分野・新規顧客への受注活動及びコストダウンを進め、

一層の損益改善に努めてまいります。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,540,194 1,648,857 

受取手形及び売掛金 718,085 430,642 

仕掛品 291,231 294,913 

原材料 3,474 3,465 

関係会社短期貸付金 2,000,000 2,000,000 

その他 6,197 14,927 

貸倒引当金 △700 △400 

流動資産合計 4,558,484 4,392,405 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 804,844 794,693 

土地 828,782 828,782 

その他（純額） 4,399 4,862 

有形固定資産合計 1,638,026 1,628,337 

投資その他の資産 41,142 43,708 

固定資産合計 1,679,168 1,672,046 

資産合計 6,237,653 6,064,452 

 

- 4 -

大崎エンジニアリング㈱(6259)平成28年3月期　第1四半期決算短信　　　　　　　　



 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 199,450 198,853 

未払法人税等 8,729 3,950 

未払消費税等 68,805 12,287 

賞与引当金 7,407 21,671 

製品保証引当金 28,648 30,177 

その他 38,076 61,857 

流動負債合計 351,117 328,797 

固定負債    

役員退職慰労引当金 104,559 66,840 

その他 820 564 

固定負債合計 105,379 67,404 

負債合計 456,497 396,202 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,684,420 1,684,420 

資本剰余金 1,597,920 1,597,920 

利益剰余金 2,497,200 2,381,993 

自己株式 － △18 

株主資本合計 5,779,541 5,664,315 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,614 3,934 

その他の包括利益累計額合計 1,614 3,934 

純資産合計 5,781,155 5,668,249 

負債純資産合計 6,237,653 6,064,452 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 206,959 308,872 

売上原価 224,915 301,499 

売上総利益又は売上総損失（△） △17,955 7,372 

販売費及び一般管理費 107,174 99,708 

営業損失（△） △125,130 △92,335 

営業外収益    

受取利息 2,802 2,688 

受取地代家賃 2,001 391 

その他 520 502 

営業外収益合計 5,325 3,582 

経常損失（△） △119,805 △88,752 

税金等調整前四半期純損失（△） △119,805 △88,752 

法人税、住民税及び事業税 1,347 618 

法人税等合計 1,347 618 

四半期純損失（△） △121,152 △89,370 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △121,152 △89,370 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純損失（△） △121,152 △89,370 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 997 2,320 

その他の包括利益合計 997 2,320 

四半期包括利益 △120,154 △87,050 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △120,154 △87,050 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

    当社グループは、ファインピッチ実装技術を核とした製造装置等を開発・製造・販売する事業のみの単一セグメン

トとなりますため、記載を省略しております。

 

 

以 上
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